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    2023 年２月（通巻 344 号） 

 
・神戸学園都市クラブ会長：杉本隆人：「日々新たなり」New reforms everyday 

・国際会長：K.C.Samuel（インド）: 

「フェローシップとインパクトで次の100年へ」 

Into the next 100 years with FELLOWSHIP & IMPACT  

スローガン：「自己を超えて、変化を起こそう」Beyond Self and Be The Change 

・アジア太平洋地域会長： Shen Chi-Ming（台湾）： 

「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 Elegantly Change with New Era 

      スローガン：「今すぐ実行を」 Doing It Right Now 

・西日本区理事：田上 正（熊本むさし）： 

「原点を知り将来に生かす」 Know the Origin and utilize it in the future! 

    副題：「立ち上がれ、ワイズモットーと共に！」  

・六甲部長：若林茂幸（宝塚）： 

「困難なときにこそ YMCA と共に進もう」 Let’s proceed with YMCA in difficult times 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

[役員] 会長：杉本隆人、直前会長：田辺征一、書記：内田邦彦、会計：中村 剛、連絡主事：櫻井英治 

         [委員] 地域奉仕・環境：森本哲男、Ｙサ･ユース：柴田昌一、交流：田辺征一、辻本邦子、ファンド： 

丹家元陽、野呂隆、EMC：田辺征一、広報・ブリテン：田辺征一、メネット：合田洋子、 

メール委員：杉本隆人 

[西日本区役員] JWF 委員：杉本隆人   [IBC]台湾高雄ポートクラブ（2004 年１月締結）                        

[DBC]東京武蔵野多摩クラブ（2011 年 6 月締結）    [DBC] 岡山クラブ（2018 年 6 月締結） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

神戸学園都市クラブ 〒651-2102 神戸市西区学園東町2-1-3  TEL 078-793-7402、 FAX 078-793-7470 

第1例会：第3木曜日、 事務例会：第1木曜日、 

２月 第１例会 

 

日時：2023 年 2 月 1６日(木)18:00～ 

場所：西神戸ＹＭＣＡ学園都市  

＜プログラム＞ 

・開会点鍾 

・ワイズソング 

・フルートアンダンテ演奏会 

・ハッピーバースデー 

・報告 

・閉会点鍾 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＢＣ」 

   講師 丸山インストラクター氏 

 

２月誕生者おめでとう！ 

 

・藤井謙介（２月８日） 

   藤井久子ワイズご主人 

      

 

１月の出席状況 
 
第一例会  8 名 
    
事務例会  ７名 
 

    

神戸学園都市 
ワイズメンズクラブ 

THE Y’S MENS CLUB OF GAKUENNTOSHI      

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA 
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会 長 通 信  

会長 杉本隆人 

 

今期テーマ「日々新たなり」  

 

早いもので、もう節分も終わりましたが、今

年の恵方は、南南東らしいですが、豆まき、巻

きずしの丸かじりを恵方にむかって行いまし

たか？ 

一年に一度、方位を意識して行動するイベン

トですが、自分の住んでいる場所を認識できて、

方向音痴の私にとっては、とても役に立つもの

となっています。 

ロシアがウクライナに侵攻して丸一年をむ

かえ、未だ停戦する可能性がない状況下で、戦

闘が激化しつつあり、世界は、混沌とした時代

に進んでおります。 

日本でもその影響で物価が急騰しつつあり、

電気代、ガス代、水道代、ガソリン代、暖房費、

食費の負担が大きく、じわじわと生活すること

が厳しくなっています。 

日本も台湾有事、北朝鮮の動きによっては、

いつ何時でも戦争もしくは紛争に巻き込まる

かわからない状況下であり、ウクライナに起こ

っていることは決して他人事ではないと思っ

ています。 

日々、刻々と明るい未来ではない方向へと向

かっているような気がしてなりません。 

ここは、ふんどしを絞めなおして物事に対処

できるように備えていきましょう！ 

感謝。  

 

＜１月例会報告＞ 

日時：2023 年 1 月 19 日（木）18:00～20:00 

場所：金龍閣  

出席：内田、合田、合田メネット、柴田、杉本、

田辺、中村、野呂、森本 
 

 

 

 

 

 

 

 

コロナのために３年ぶりとなった新年会、残念

ながらメンバー全員が出席とはならなかった

が、屈託のないおしゃべりとボリュームたっぷ

りの中華料理におなかいっぱい。おかげで私は

翌日の夕食まで空腹を覚えず！？！ （田辺） 

 

＜２月事務例会報告＞ 
日時：2023 年 2 月 2 日（木）18：00～19：15 
場所：西神戸ＹＭＣＡ  
出席：内田、櫻井、柴田、杉本、田辺、丹家、

中村、野呂     

１．報告事項 

(1) 西日本区事務局より国際会長の任期途中 

で辞任報告 

(2) 東西交流会 ２月４日～５日にて柴田、田

辺、 

杉本が参加  

(3) 訃報 元会員 佐伯一丸ワイズが肺がんの 

ため死去、２０日に告別式があり、合田ワ 

イズと杉本ワイズ夫婦が最後のお別れをし 

てきました。 

(4)  CS 委員会開催 1 月 11 日（水）18：00 

神戸 YMCA にて開催され、杉本が参加した。 

(5) 次期会長・主査研修会が 3 月 11 日～12 日  

新大阪コロナホテルにて開催、柴田と杉本

が出席申し込み完了。 

(6) 神戸 YMCA より緊急留学生支援要請あり、 

日用品（新品）の寄付を募る。 

(7) ウクライナ避難者支援活動報告動画の案 

内あり。 

(8) 理事通信 ２月号を本日受信した。 

 

２．協議事項  

(1) ２月例会 2 月 16 日（木）18：00～19：00 

フルートアンダンテの定期演奏会役割分担

（送迎、設営、記録、進行） 

(2) 後期会費を徴収。 

(3) ３月例会 2023 年 3 月 16 日（木）18:00～ 

20:00  講師未定、意見交換をする。 

候補としては、ヨガ教室、講演など。 

 

３．ＹＭＣＡ報告 

事務例会の最後にウクライナ避難者支援活

動報告（動画）が映写された。 
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＜第３回東西日本区交流会報告＞ 

2023 年 2 月 4～5 日の二日間、東西日本区交流会

がワイズメンズクラブ国際協会設立１００周年

と東西日本区２５周年を記念して ANA クラウン

プラザホテルにおいて開催された。 

13：00 交流会に先立ち、ロータリークラブ、

ライオンズクラブ、キワニス、ワイズメンズクラ

ブの四奉仕活動団体によるフォーラム「共に考え

よう！奉仕・ＳＤＧｓ」を開き、これからの奉仕

活動の在り方などが熱心に話し合われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四奉仕活動団体によるフォーラム 

15：15 開会式では「東西日本区２５周年の

歩み」「ＹＭＩ１００周年記念/アジア太平洋地

域事業の紹介」「ラオスにＹＭＣＡ設立アピー

ル」が報告され、特に京都パレスクラブが取り

組んでいる仏教国ラオスにＹＭＣＡホテル学

校設立計画には熱いものを覚えました。 

 

 

              

 

 

 

 

 

開会式 田上理事  開会の挨拶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19:00 お待ちかねの懇親会。余興では女性 

ワイズの皆様によるハワイアンフラで会場は 

大盛り上がり！ 

 

写真の演目の後、大勢のワイズが舞台に上がり 

一緒にフラを楽しみました。 

 
 

 

私たちとの DBC クラブである東京武蔵野多

摩クラブ、岡山クラブとの交流もでき、盛況の

交流会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京武蔵野多摩クラブ板村ワイズご夫妻と共に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山クラブ長寿ワイズと共に 

 

ラオス YMCA 設立のアピール  
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聖書の小窓        

 「遅刻のすすめ？」 

 

「安息日に善いことをするのは許されている。」 

（マタイによる福音書 12 章 12 節） 

 

イエスは安息日に人を癒されます。これは律法違反です。人々は安息日には何も 

してはならないと理解し、厳格に守っていました。イエスは律法を守ることと、律法

を生きることの違いを示されます。どう生きるかを問われます。 

 ある宗教学者が「遅刻のすすめ」を書いています。毎日遅刻しなさいというもの 

ではありません。会社・学校では遅刻は許されません。1 分の遅刻であっても、校 

門の扉に挟まれて死亡事故が起こる現代です。子供たちは遅刻しまいとして必死 

です。朝ごはんも食べないで学校へ行くのです。 

 私たちはどうでしょうか。一度「ねばならない」と思うとそれしか見えません。 

遅刻をするかしないかという問題ではなく、神との関係において何が正しいかを 

判断し決断していくことが大切です。ワイズ活動にも。 

 

                    西日本区チャプレン 立野  泰博  

２日目は８時からの早天礼拝の後、３分科会

（ぶら神戸、Ｙ‛s Song fest、語ろうワイズの

未来）のいずれかに参加。田辺はぶら神戸「世

界の宗教寺院めぐり」に参加。珍しくイスラム

教の礼拝堂にも入ることができました。 

その後、会場をプラザホテルに移し、YMCA   

リーダーたちによる「Ｙ 's ＳＤＧｓ Youth 

Action 2022」の発表があり、頼もしい未来を感

じることができました。 

DBC 締結式では大阪茨木と京都トップスの締

結および熊本にし、神戸西、大阪西、京都ウエ

スト、東京西、千葉ウエストの６クラブによる

東西連合ヘキサゴン締結が取り交わされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘキサゴン DBC 締結式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会の辞 古田実行委員長 

 

閉会式では実行委員長の古田前西日本区理

事の感極まった挨拶に心打たれた。密度の濃い

２日間を滞りなく終えることができたことは

多くの準備と奉仕の賜物です。ご苦労さまでし

た。マーシャルスタッフとしてご奉仕いただい

た六甲部の皆様にも感謝いたします。 

       （杉本隆人、田辺征一）  

 


